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ロヅバ日本研究協会（EAJS）第１２回国際会議ヨ

去
る
二
○
○
八
年
九
月
二
○
日
か
ら
二
三
日
に
か
け
て
、
イ
タ
リ
ア
南
部
の
都
市
レ
ッ
チ
ェ
に
お
い
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
日
本
研
究
協
会

へ
里
の
両
巨
３
℃
の
目
嚴
②
・
・
菖
目
目
］
昌
自
の
の
①
弊
昌
の
の
白
乙
⑫
）
の
第
一
二
回
国
際
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。
筆
者
も
報
告
者
の
一
人
と
し

て
参
加
し
：
白
言
の
二
の
ご
ざ
肴
胃
二
号
の
三
句
⑫
（
。
Ｓ
【
鼻
巨
国
㎡
算
⑮
陣
）
鳥
＆
尋
。
．
．
と
題
す
る
発
表
を
行
な
っ
た
。

本
稿
は
、
Ｅ
Ａ
Ｊ
ｓ
の
第
一
二
回
国
際
会
議
の
様
子
を
報
告
す
る
も
の
で
あ
る
。

学
会
の
動
向

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
日
本
研
究
協
会
（
Ｅ
Ａ
Ｊ
Ｓ
）
第
一
二
回
国
際
会
議

は
じ
め
に

」
障
可
旨
扇
日
昌
○
己
堅
Ｃ
目
討
『
の
ロ
、
①
＆
夢
の
因
員
。
□
の
目
」
安
の
の
Ｃ
Ｄ
一
目
○
二
ざ
こ
騨
已
目
の
の
①
の
ご
】
＆
の
⑫

国
際
日
本
学
研
究
所
客
員
学
術
研
究
員

鈴
村
裕
輔八
九
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国際日本学論叢

Ｅ
Ａ
Ｊ
Ｓ
は
国
境
を
越
え
た
国
際
的
な
学
術
交
流
を
図
ろ
た
め
、
一
九

七
三
年
に
在
欧
の
日
本
研
究
者
た
ち
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
学
会
で
あ

る
。
そ
の
た
め
、
定
款
に
は
「
地
理
的
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
属
す
る
あ
ら
ゆ

る
国
に
お
け
る
日
本
研
究
分
野
の
学
術
研
究
を
奨
励
、
振
興
す
る
こ
と
を

（
１
）
 

目
的
と
す
る
」
と
あ
る
が
、
Ｅ
Ａ
Ｊ
Ｓ
の
「
目
的
の
達
成
に
関
心
を
持
つ

個
人
な
ら
誰
で
も
、
居
住
地
や
国
籍
に
関
係
な
く
正
会
員
に
な
る
こ
と
が

（
２
）
 

で
き
る
」
と
あ
る
よ
う
に
、
〈
云
員
の
門
戸
は
広
く
世
界
各
国
に
開
か
れ
て

い
る
。
そ
の
結
果
、
二
○
○
八
年
末
時
点
で
世
界
四
五
ヵ
国
か
ら
一
二
○

○
人
以
上
が
会
員
と
な
っ
て
お
り
、
Ｅ
Ａ
Ｊ
Ｓ
の
規
模
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に

お
け
る
日
本
研
究
の
団
体
と
し
て
は
最
大
で
あ
る
。

原
則
と
し
て
三
年
ご
と
に
開
催
さ
れ
、
一
九
七
六
年
の
第
一
回
以
来
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
各
都
市
で
行
な
わ
れ
て
い
る
国
際
会
議
の
実
施
が
Ｅ
Ａ
Ｊ

Ｓ
の
活
動
の
中
心
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
国
際
会
議
の
開
催
年
、
開
催
国
、

開
催
都
市
の
一
覧
は
表
１
の
通
り
で
あ
る
。

二
Ｅ
Ａ
Ｊ
Ｓ
に
つ
い
て

表１ ヨーロッパ日本研究協会の国際大会の開催年、開催国及び開催都市“｜緬一郡｜繩｜銅｜繩｜繩｜緬一繩｜繩｜”｜繩｜”
開催国 開催都市

チューリッヒ

フィレンツェ

ハーグ

パリ

ダラム

ベルリン

コペンハーゲン

ブダペスト

ラハティ

ワルシャワ

ウィーン

レヅチェ

スイス

イタリア

オランダ

フランス

イギリス

ドイツ

デンマーク

ハンガリー

フィンランド

ポーランド

オーストリア

イタリア

九
○
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ロツパ日本研究協会（EAJS）第１２回国際会議ヨ

第
一
二
回
国
際
会
議
（
以
下
、
国
際
会
議
）
は
、
二
○
○
八
年
九
月
二
○
日
か
ら
二
三
日
に
か
け
て
、
イ
タ
リ
ア
南
部
の
都
市
レ
ッ
チ

ェ
で
行
な
わ
れ
た
。
主
催
は
現
地
の
サ
レ
ン
ト
大
学
（
ご
昌
蔚
厨
冒
』
の
］
の
巳
の
貝
・
）
で
、
本
会
場
と
し
て
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
・
テ
ィ
ッ
ィ

ア
ー
ノ
が
、
ま
た
、
副
会
場
と
し
て
サ
レ
ン
ト
大
学
外
国
語
学
部
の
校
舎
が
利
用
さ
れ
た
。
副
会
場
は
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
・
テ
ィ
ッ
ィ
ア

ー
ノ
か
ら
徒
歩
五
分
の
場
所
に
あ
り
、
移
動
が
容
易
に
な
る
よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
た
。

ア
ッ
ピ
ア
街
道
の
終
着
点
で
あ
る
ブ
リ
ン
デ
ィ
ジ
の
南
方
約
四
○
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
位
置
す
る
レ
ッ
チ
ェ
は
プ
ッ
リ
ャ
州
レ
ッ
チ
ェ
県

の
県
都
で
、
二
○
○
七
年
末
の
人
口
は
約
九
万
四
千
人
で
あ
る
。
「
イ
タ
リ
ア
半
島
の
踵
」
に
位
置
す
る
こ
と
も
あ
り
、
レ
ッ
チ
ェ
は
古

来
よ
り
交
易
の
要
所
と
し
て
繁
栄
し
た
都
市
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
現
在
の
レ
ッ
チ
ェ
の
市
域
は
、
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
カ
ー
ル
五
世
が

築
い
た
城
塞
に
由
来
し
て
お
り
、
サ
ン
タ
・
ク
ロ
ー
チ
ェ
聖
堂
や
レ
ッ
チ
ェ
の
守
護
聖
人
で
あ
る
聖
オ
ロ
ン
ッ
ォ
の
円
柱
と
い
っ
た
建
造

物
が
立
ち
並
ぶ
市
の
中
心
街
は
、
カ
ー
ル
五
世
の
城
か
ら
通
り
を
一
本
隔
て
た
と
こ
ろ
に
広
が
っ
て
い
る
。

一
方
、
サ
レ
ン
ト
大
学
は
一
九
五
五
年
に
レ
ッ
チ
ェ
大
学
と
し
て
設
立
さ
れ
た
州
立
大
学
で
、
現
在
、
法
学
部
、
芸
術
人
文
学
部
、
工

学
部
な
ど
八
つ
の
学
部
を
擁
し
、
約
二
万
七
千
人
の
学
生
が
在
籍
す
る
総
合
大
学
で
あ
る
。
二
世
紀
の
円
形
闘
技
場
や
カ
ー
ル
五
世
の
城
、

あ
る
い
は
凱
旋
門
と
い
っ
た
建
造
物
や
、
歴
史
的
に
価
値
の
あ
る
図
書
、
遺
構
な
ど
が
数
多
く
存
在
す
る
レ
ッ
チ
ェ
と
プ
ッ
リ
ャ
い
う
土

こ
の
ほ
か
に
も
年
三
回
の
会
報
の
発
行
や
一
八
ヵ
月
ご
と
に
開
催
す
る
博
士
課
程
学
生
の
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
〈
肴
◎
烏
の
冒
己
３
円

：
Ｃ
ｓ
且
②
目
』
ｇ
扇
）
の
開
催
な
ど
が
主
た
る
活
動
と
し
て
行
な
わ
れ
て
い
る
。

三
レ
ッ
チ
ェ
と
サ
レ
ン
ト
大
学
の
概
要

九
一
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国際日本学論叢

国
際
会
議
は
、
九
月
二
○
日
か
ら
二
一
一
一
日
ま
で
行
な
わ
れ
、
参
加
者
数
は
六
○
○
名
以
上
、
四
日
間
で
延
べ
二
○
○
○
人
を
越
え
、
活

況
を
呈
し
て
い
た
。
個
別
の
発
表
は
「
都
市
学
お
よ
び
環
境
学
」
「
言
語
学
と
語
学
教
育
」
「
文
学
」
「
視
覚
芸
術
及
び
表
現
芸
術
」
「
人
類

学
と
社
会
学
」
「
経
済
学
、
経
済
史
お
よ
び
社
会
史
」
「
歴
史
、
政
治
及
び
国
際
関
係
」
「
宗
教
及
び
思
想
史
」
の
八
つ
の
部
門
に
分
か
れ

て
行
な
わ
れ
た
。
各
部
門
で
は
、
個
人
発
表
及
び
パ
ネ
ル
セ
ッ
シ
ョ
ン
内
で
の
発
表
と
し
て
、
合
計
二
七
五
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。
（
表

地
柄
を
反
映
し
て
、
一
九
九
七
年
に
文
化
財
学
部
が
設
立
さ
れ
た
の
が
、
サ
レ
ン
ト
大
学
の
大
き
な
特
色
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

今
回
の
国
際
会
議
の
運
営
は
、
サ
レ
ン
ト
大
学
の
外
国
語
学
部
が
中
心
と
な
っ
て
行
な
っ
た
が
、
同
大
学
に
お
け
る
日
本
語
教
育
が
始

ま
っ
た
の
は
一
九
九
八
年
と
、
大
学
の
歴
史
の
中
で
も
比
較
的
新
し
い
。
日
本
語
の
習
得
と
学
習
を
希
望
す
る
学
生
は
言
語
媒
介
技
術
学

科
に
所
属
し
、
授
業
の
中
心
は
、
文
章
の
分
析
、
文
学
、
経
済
、
政
治
、
新
聞
記
事
か
ら
漫
画
に
至
る
ま
で
様
々
な
種
類
の
翻
訳
の
演
習

で
あ
る
。
ま
た
、
二
○
○
四
年
に
は
学
術
文
献
翻
訳
修
士
課
程
が
、
二
○
○
七
年
に
は
東
洋
欧
州
言
語
文
学
博
士
課
程
が
設
置
さ
れ
、
よ

り
高
度
で
専
門
的
な
教
育
も
行
な
わ
れ
て
い
る
。
二
○
○
六
年
以
後
、
大
東
文
化
大
学
、
実
践
女
子
大
学
、
京
都
産
業
大
学
、
星
美
学
園

短
期
大
学
、
東
洋
英
和
女
学
院
と
交
流
協
定
が
結
ば
れ
、
現
在
、
各
大
学
と
相
互
に
交
換
留
学
生
を
派
遣
し
て
い
る
。

た
。

２ 
、－〆

会
期
初
日
と
な
る
九
月
二
○
日
に
は
、
開
会
式
と
基
調
講
演
、
各
部
門
の
基
調
報
告
な
い
し
発
表
、
そ
し
て
歓
迎
夕
食
会
が
開
催
さ
れ

四
国
際
会
議
の
概
要

九
一

一

Hosei University Repository



ヨーロッパ日本研究協会（EAJS）第１２回国際会議

表２各部門の名称と発表の件数

部門

第１部門

部門名 発表の件数('’

1６ UrbanandEnvironmentalStudies 

（都市学および環境学）

第２部門

第３部門

第４部門

LinguisticsandLanguage（言語学と語学教育）

literature（文学）

銘
一
茄
一
蛇

VisualandPerfOrmingArts 

（視覚芸術及び表現芸術）

薑篶鶉+鵲:器:;i:鵲晉鶚扇:+il鴬二螢’

泌
一
躯

EconomicsEconomicandSocialHistory 

（経済学、経済史および社会史）

History,ＰＯＩiticsandlnternationalRelations 

（歴史学、政治学及び国際関係）

第７部門 6０ 

第８部門｜ReUgionandHistoryofIdeas（宗教及び思想史） 2８ 

(1)個人発表とパネルセッションにおける発表の合計

開
会
式
は
、
今
回
の
国
際
会
議
の
会
頭
で
あ
る
サ
レ
ン
ト
大
学
の
マ
リ

ア
・
キ
ァ
ー
ラ
・
ミ
グ
リ
オ
レ
教
授
の
開
会
宣
言
で
幕
を
開
け
、
駐
イ
タ

リ
ア
日
本
大
使
の
中
村
雄
二
氏
や
Ｅ
Ａ
Ｊ
Ｓ
会
長
の
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
・
エ

シ
ュ
バ
ッ
ハ
Ⅱ
ザ
ポ
ー
氏
ら
の
挨
拶
の
後
、
昭
和
女
子
大
学
の
池
上
嘉
彦

教
授
に
よ
る
基
調
講
演
震
冒
筥
呂
厨
目
二
勺
。
＆
８
．
帝
国
、
：
②
国
：
》
姉

国
］
の
】
呂
目
の
②
①
の
己
①
鳥
四
㎡
”
の
溢
忌
昌
巳
ｇ
Ｃ
－
ｎ
：
｛
曾
亘
の
呂
吊
国
昏
の
『

昏
昌
○
豆
の
日
冨
の
目
②
目
弓
が
行
な
わ
れ
た
。
一
九
時
四
○
分
か
ら
始

ま
っ
た
歓
迎
夕
食
会
は
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
・
テ
ィ
ッ
ィ
ア
ー
ノ
か
ら
徒
歩

五
分
の
オ
リ
ヴ
ェ
タ
ー
ニ
修
道
院
〈
○
Ｃ
己
の
具
○
二
の
笹
○
房
吊
圓
』
）
で
開

か
れ
、
四
百
人
以
上
が
参
加
し
て
催
さ
れ
た
。

各
部
門
で
の
個
人
発
表
や
パ
ネ
ル
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
二
日
目
と
な
る
九
月

二
一
日
か
ら
本
格
化
し
た
。
筆
者
は
、
自
ら
が
所
属
す
る
第
八
部
門
「
宗

教
及
び
思
想
史
」
を
主
と
し
つ
つ
適
宜
他
の
部
門
の
発
表
も
傍
聴
し
た
が
、

い
ず
れ
も
熱
心
か
つ
活
発
な
報
告
と
質
疑
応
答
が
行
な
わ
れ
て
い
た
。
ま

た
、
欧
米
の
学
会
の
恒
例
で
も
あ
る
午
前
と
午
後
の
「
お
茶
の
時
間
」
は

各
日
と
も
一
○
時
三
○
分
か
ら
一
一
時
ま
で
と
一
六
時
か
ら
一
六
時
三
○

分
ま
で
設
け
ら
れ
、
一
二
時
三
○
分
か
ら
一
四
時
三
○
分
ま
で
の
昼
食
時

九
＝ 
￣ 
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国際日本学論叢

そ
の
後
、
二
○
一
一
年
の
第
一
三
回
国
際
会
議
の
開
催
地
が
発
表
さ
れ
た
。
最
終
選
考
に
残
っ
た
の
は
イ
ギ
リ
ス
の
シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ク
ラ
ク
フ
、
エ
ス
ト
ニ
ア
の
タ
リ
ン
の
三
都
市
で
、
こ
の
中
か
ら
、
タ
リ
ン
が
選
ば
れ
た
。
そ
の
結
果
、
次
回
の
国
際
会

（
３
）
 

議
は
タ
リ
ン
大
学
を
主
催
校
と
し
て
開
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

最
終
日
と
な
る
九
月
二
三
日
は
、
一
四
時
一
一
一
○
分
か
ら
全
体
会
議
と
閉
会
式
が
行
な
わ
れ
た
。
席
上
、
ミ
グ
リ
オ
レ
会
頭
に
よ
る
全
体

の
総
括
と
各
部
門
の
議
長
か
ら
部
門
ご
と
の
結
果
報
告
が
行
な
わ
れ
た
。
こ
れ
に
続
い
て
、
Ｅ
Ａ
Ｊ
Ｓ
の
運
営
状
況
の
報
告
及
び
二
○
○

八
年
か
ら
二
○
一
一
年
に
か
け
て
の
新
執
行
部
の
体
制
の
発
表
が
行
な
わ
れ
た
。
ま
た
、
二
○
○
八
年
度
か
ら
新
た
に
設
け
ら
れ
た
Ｅ
Ａ

Ｊ
Ｓ
出
版
賞
が
発
表
さ
れ
、
英
語
三
編
、
ド
イ
ツ
語
六
編
、
ル
ー
マ
ニ
ア
語
一
編
の
候
補
作
品
の
中
か
ら
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
科
学
ア
カ
デ

ミ
ー
の
ス
ザ
ン
ネ
・
フ
ォ
ル
マ
ネ
ッ
ク
氏
の
ロ
詩
逗
》
房
②
』
涛
禽
冒
鳥
、
旨
己
冒
時
ｓ
農
顛
冒
養
ご
爵
ミ
ミ
『
号
『
国
一
？
恩
弾
ロ
萄
溥
》
誉
暑
ミ
ミ
鈍

量
員
欝
角
堕
息
菖
恩
９
章
鳶
頁
つ
ヨ
の
貝
三
万
１
偶
。
の
【
○
○
の
庁
国
の
一
、
亘
⑪
、
唇
①
ロ
崖
且
①
目
①
□
の
円
量
］
の
⑩
目
⑪
呂
島
の
ロ
》
９
９
・
）
が
受
賞
し
、
表
彰
さ
れ

間
と
と
も
に
、
発
表
者
相
互
の
交
流
と
発
表
や
最
新
の
学
界
の
動
向
に
関
す
る
熱
心
な
議
論
の
場
を
提
供
し
て
い
た
。

一
八
時
に
発
表
が
終
わ
る
と
、
旧
知
の
間
柄
、
あ
る
い
は
今
回
の
国
際
会
議
で
新
た
に
親
交
を
結
ん
だ
人
々
の
、
レ
ッ
チ
ェ
市
街
の
観

光
を
兼
ね
て
夕
食
を
と
り
に
出
か
け
る
姿
が
散
見
さ
れ
た
。
そ
こ
で
も
、
日
中
と
同
様
に
、
活
発
な
意
見
の
交
換
が
な
さ
れ
た
こ
と
で
あ

ろ
う
。
ま
た
、
今
回
は
、
参
加
者
に
対
し
て
、
青
地
に
両
側
が
赤
く
彩
ら
れ
た
国
際
会
議
専
用
の
布
製
の
鞄
が
支
給
さ
れ
た
が
、
宿
舎
か

ら
会
場
に
行
く
た
め
の
朝
の
街
路
や
昼
食
や
夕
食
の
た
め
に
出
か
け
る
料
理
店
な
ど
で
こ
の
鞄
を
手
に
す
る
人
を
見
る
た
び
に
互
い
に
挨

拶
を
交
わ
す
光
景
は
ほ
ほ
え
ま
し
く
も
あ
り
、
世
界
各
地
か
ら
レ
ッ
チ
ェ
と
い
う
都
市
に
参
集
し
た
と
い
う
一
種
の
連
帯
感
を
醸
成
す
る

た
。

た
め
に
も
役
立
っ
て
い
た
。
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参
加
者
数
、
発
表
数
の
い
ず
れ
も
が
、
Ｅ
Ａ
Ｊ
Ｓ
の
国
際
会
議
の
規
模
の
大
き
さ
を
示
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
こ
は
、

各
分
野
で
一
家
を
な
す
研
究
者
か
ら
大
学
院
生
ま
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中
心
と
す
る
各
国
の
研
究
者
が
集
ま
っ
て
お
り
、
文
字
通
り
日
本

研
究
の
最
先
端
の
知
見
が
披
露
さ
れ
る
場
所
と
い
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
学
会
で
発
表
を
行
な
う
こ
と
の
重
要
性
は
論
を
俟
た
な
い
が
、

「
国
際
日
本
学
」
と
い
う
研
究
分
野
を
有
す
る
法
政
大
学
か
ら
の
報
告
者
の
数
は
決
し
て
多
く
な
い
と
い
う
の
が
現
状
で
あ
る
。
管
見
の

限
り
で
は
、
法
政
大
学
大
学
院
国
際
日
本
学
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
の
専
担
教
員
と
し
て
は
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
．
Ｇ
・
ネ
ル
ソ
ン
教
授
、
兼

担
教
員
と
し
て
は
西
野
春
雄
教
授
が
発
表
者
と
し
て
参
加
し
て
い
た
の
み
で
あ
り
、
法
政
大
学
全
体
に
対
象
を
広
げ
て
も
、
大
学
院
経
営

学
研
究
科
の
洞
口
治
夫
教
授
が
第
六
部
門
「
経
済
学
、
経
済
史
お
よ
び
社
会
史
」
の
基
調
報
告
を
行
な
い
、
大
学
院
国
際
文
化
研
究
科
の

森
村
修
教
授
が
第
三
部
門
「
文
学
」
で
討
論
者
を
務
め
た
程
度
で
あ
る
。

開
催
時
期
や
費
用
な
ど
の
問
題
も
あ
ろ
う
が
、
日
本
研
究
の
国
際
的
発
信
と
い
う
、
法
政
大
学
が
国
際
日
本
学
研
究
の
分
野
に
お
い
て

担
う
役
割
を
勘
案
す
る
と
、
こ
の
よ
う
な
国
際
会
議
に
対
す
る
よ
り
積
極
的
な
関
わ
り
方
を
模
索
す
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
。
ま
た
、
諸
外
国
に
お
け
る
日
本
研
究
を
活
発
な
も
の
に
す
る
た
め
に
は
日
本
国
内
に
お
け
る
日
本
研
究
の
基
盤
を
整
備
す
る
こ
と

が
何
よ
り
も
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
意
味
で
も
、
研
究
の
成
果
を
対
外
的
に
発
信
す
る
た
め
に
も
、
Ｅ
Ａ
Ｊ
Ｓ
の
よ
う
な
場

を
利
用
す
る
こ
と
は
重
要
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

最
後
に
、
今
回
の
国
際
会
議
に
お
け
る
雑
感
を
ふ
た
つ
挙
げ
て
本
稿
を
締
め
く
く
り
た
い
。

五
国
際
会
議
に
参
加
し
て
の
所
感

九
五

Hosei University Repository



国際日本学論叢

と
が
で
き
る
。

ふ
た
つ
目
は
、
第
八
部
門
「
宗
教
及
び
思
想
史
」
に
お
い
て
行
な
わ
れ
た
、
ケ
ル
ン
大
学
の
シ
ャ
ン
タ
ル
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
氏
の

農
百
ｓ
昏
信
Ｃ
屋
一
目
匙
貝
肖
目
信
田
・
旨
厨
昏
８
巨
吾
ｚ
の
司
・
烏
曽
〕
こ
の
一
の
ヨ
ニ
の
田
の
Ｓ
ｑ
・
【
島
の
］
呂
目
の
⑳
の
言
昌
・
【
月
騨
．
．
と
い
う
発
表
で
あ

る
。
安
土
桃
山
時
代
か
ら
江
戸
時
代
前
期
ま
で
の
茶
道
を
対
象
と
し
、
茶
道
の
発
展
と
各
派
の
宗
匠
た
ち
の
人
的
繋
が
り
と
に
注
目
す
る

こ
と
で
、
茶
道
の
歴
史
に
お
け
る
文
化
の
転
換
点
を
分
析
し
よ
う
と
い
う
試
み
で
あ
っ
た
。
こ
の
研
究
の
特
徴
は
、
文
献
学
的
な
方
法
の

み
に
依
存
す
る
の
で
は
な
く
、
例
え
ば
宗
匠
た
ち
の
人
的
繋
が
り
を
三
次
元
的
な
表
と
し
て
描
出
す
る
な
ど
、
従
来
に
は
な
い
数
学
的
、

定
量
的
な
手
法
を
案
出
し
、
適
用
し
て
い
る
と
い
う
点
に
求
め
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
茶
会
記
と
い
っ
た
基
礎
的
な
文
献
の
読
解
が
研
究

の
基
盤
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
当
然
だ
が
、
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
な
い
方
法
論
的
な
創
造
性
は
、
日
本
研
究
の
今
後
の
あ
り
方
を
考
え
る
上

で
も
、
示
唆
に
富
む
内
容
で
あ
っ
た
。

筆
者
自
身
が
聞
く
こ
と
が
で
き
た
発
表
は
二
四
件
で
、
全
体
か
ら
す
れ
ば
一
割
に
も
満
た
な
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
う
し
た
充
実
し

た
報
告
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
た
だ
け
で
も
、
Ｅ
Ａ
Ｊ
Ｓ
の
第
一
二
回
国
際
会
議
に
出
席
し
た
成
果
は
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ

ひ
と
つ
目
は
、
国
際
会
議
の
会
期
中
、
献
身
的
な
努
力
に
よ
っ
て
発
表
者
を
側
面
か
ら
支
援
し
た
、
サ
レ
ン
ト
大
学
の
学
生
諸
氏
の
活

躍
で
あ
る
。
学
会
の
主
催
校
の
学
生
が
運
営
に
協
力
す
る
こ
と
は
、
国
内
外
を
問
わ
ず
通
例
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
は
今
回
も
そ

う
し
た
例
に
従
っ
た
の
み
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
四
日
と
い
う
期
間
中
、
各
部
門
に
お
い
て
発
表
者
が
快
適
な
環
境
を
享
受
で
き
た
の

は
、
そ
の
よ
う
な
目
に
見
え
ぬ
協
力
者
の
存
在
が
あ
る
か
ら
こ
そ
で
あ
り
、
こ
の
点
は
ど
れ
ほ
ど
強
調
さ
れ
て
も
過
剰
と
い
う
こ
と
は
な

い
で
あ
ろ
う
。
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主□
五
回

（
１
）
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
日
本
研
究
協
会
定
款
第
二
条
。
原
文
は
悶
葛
の
、
【
こ
の
の
ぐ
の
『
の
旨
の
一
⑫
（
ｓ
の
勺
酉
の
い
の
巨
旦
司
○
己
図
目
、
一
員
の
ａ
］
②
且
ロ
ー
ヨ
壁
『
の
『
巨
己

員
の
ご
呂
自
鳥
『
言
】
の
將
皀
の
島
鳥
目
□
刃
》
易
３
冒
巴
ョ
因
の
『
骨
ゴ
ュ
の
『
］
昌
冒
の
冨
二
圏
冒
』
の
目
巨
目
の
曰
旦
の
⑫
、
の
。
臼
呂
巨
の
、
冨
口
両
昌
・
冨
・
で
あ
る
。

（
２
）
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
日
本
研
究
協
会
定
款
第
三
条
第
一
項
ｃ
原
文
は
宣
一
碕
二
因
冒
、
冨
冒
の
①
旨
の
の
Ｃ
ａ
の
貝
］
】
９
の
己
三
一
肩
一
一
の
烏
百
目
〕
ａ
の
目
已
の
『

諄
》
昌
一
『
室
一
ｃ
盲
。
且
の
『
気
罵
言
⑰
凶
の
］
の
ご
冨
忌
⑰
の
一
の
：
冒
苣
『
岸
呂
の
勺
の
厨
Ｃ
Ｐ
Ｅ
扇
８
．
三
の
こ
の
の
三
．
盲
巴
甘
の
の
目
巨
曾
三
目
・
ロ
島
貴
署
の
ａ
２
．
で
あ
る
。

（
３
）
な
お
、
国
際
会
議
の
全
体
的
な
報
告
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
文
献
を
参
照
せ
よ
。
ゴ
】
⑤
厚
『
目
の
自
夛
⑰
⑰
Ｃ
ｓ
農
：
ご
『
］
呂
目
の
⑫
の
⑫
冒
昌
の
少
。
局
岳

冒
（
の
目
呂
。
ｐ
巳
ｎ
Ｃ
ｐ
符
忌
ロ
ロ
の
。
崗
昏
の
目
８
席
自
傷
筋
。
、
曾
目
ざ
『
］
９
９
の
い
の
⑫
冒
皀
の
の
冨
冒
園
（
司
曹
冒
賞
』
ｇ
Ｐ
『
埠
患
⑤
・
で
あ
る
。
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